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は じ心うに

学校におけるダンスが、既成作品習得から創作へと学習内容を転換したのは、1947年である。そ

れから10年,ダンスにおいても系統性が追求され技術構造の明確化が試みられた。さらに 10年 ,
運動技術論と共に、ダンスは理念から方法論へと問題点を移行しながら指導法中心の技術論を展開

した。今や,創作ダンスがとり入れられて 30年,系統学習が唱えられて 20年である。ダンスにとっ
て具体的な指導論こそ必要な時期といえる。すなわち,「創作ダンスの基礎とは何か」さらに,「段

階的な学習内容をいかに具体化するか」が明確にされるべきである。

この課題は,教育目標の中でダンスは何を教えられるかの問題に立返って考える時に明らかにさ
れる。それは,教育目標の中でダンスは,手段的な価値を持つか目的的な価値を持つかの問題であ
り、ダンスが本来持っている,発見的,創造的な活動としての特殊性により論ずることができる。
すなわち,ダンスは,その終結点が多様であるという特殊性と,表現媒体としての動きの体験自体
に教育的価値を持たせるべきであるということである。したがって,ダンス学習指導の課題は,創
作ダンスの本質的な体験

*1を どうしたらさせられるか,そのために何をどの位与えることができる
のかにあるといえる。

本稿では,ダンスにおける技術の考察と,各学年での学習内容の考察を通して,よ り具体的なダ
ンス学習指導の手がかりを得ることを目的とした。

ダンスにおける技術

(1)芸術としてのダンスにおける技術
芸術の教育的価値は,行為とその経験においてみ出すことができる。ハーバート・リード'は,審
美教育の包括するものとして,①あらゆる知覚および感覚の自然の強度を保存すること,②諸種の
知覚および感覚を,相互にかつ環境に応じて調和的に働かせること,③感情を人に通じる形で表現
すること,④表現しなかったならば,部分的にあるいは全面的に無意識で終ったかも知れない諸種
の精神的経験を人に通じる形で表現すること,⑤思想を必要な形で表現すること,をあげている。
そして,教育は児童や成人に音響,像,運動,道具,器具の作り方を教えること,すなわち表現方
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法の涵養であるとも定義している。

デユウイー動もまた,芸術とは行為または製作の行程を表わすものであるとし,粘上を担ね,大理
石を刻み,青銅を鋳造 し,絵具を塗 り重ね,建物を築き,歌を唄い,楽器を奏で,舞台で演技し,
舞踊では律動運動をするなどの働 きが芸術の中に含まれるとしている。そして芸術では,活動的ま
たは
｀
行為的
″
側面が極めて顕著であると述べ,ジ ョン・スチュアー ト・ミルの,「芸術は表現に船

ける完成への努力である」あるいは,マ シュウー・ アーノル ドの「天衣無縫の純粋な技価」の言葉
を引用している。

このように,芸術自体が,行為の側面を持ち,デュウィーが美的としてとりあげているところの
鑑賞的,認識的,享受的経験において意味を持っているといえる。
では,芸術において技術として客観的に伝達し教え得るものは何であろうか。技術について,ハ
イデッカーは9,「技術は露わに発 くこと,従って真理が,生起する領域の中に存在している。」とし,
芸術もまた,「真理を輝けるものの光の中へ出で一来たらす〕露わな発きのひとつである

キ2。
Jと して

いる。また,S,K.ラ ンガー°も,「芸術は技術である。だがそれは,あ る特別な目的,す なわち,
表現形式,つ まり,本然の人間感情を打ち出して,視覚,聴覚または想像力を通 して知覚できる形
式を創造することを目的とする技術である。Jと 述べている。一方,技術 と芸術 との相違について,
L.マ ンフオード01ま ,「芸術を技術から区別できる意味だけからいえば,芸術はまず何よりも個人の
領域に係ゎるものであります。J「芸術とは,人間個性の十分な刻印をのこしているところの技術の
一部であり,技術とは,機械過程を促すため人間性の大部分がそこから排除されてしまったところ
の芸術の表現である。」としている。

このように,表現形式としての芸術作品を創造する行為としての芸術は,人間個性を含んだ技術
である。そしてこの行為は為すこと,すなわち経験においてひとつの意味を持つ。 というのは,物
質的素材 (ダンスにおいては身体)ん 芸ゞ術 という行為によって受ける変化と同様の変化が,内的素
材にも行われ,内的素材は,作 り直し,深められ,処理されるとするデュウイーの指摘のように,
表現は混濁した感情を明瞭にするからである。 リー ドがあげている教育的価値 もここからみいだす

ことができる。

リードは,教育は表現方法の養成であるとし,作 り方を教えることであるとしているが,こ の教
え得るもの,技術として伝達し得るものは,マ ンフォードの言葉を借 りれば,芸術から人間性の大
部分を排除した部分としてとらえられる。この人間性,あ るいは,個性,すなわち,技術を芸術た
らしめ,作品を芸術的なものとしている条件について,デュウイーは,｀愛″と｀美的″をあげてい
る。
｀
愛
″
とは、手掛ける主題や内容に対する深い心やり,｀美的

″
とは,享受し受容する認識のた

め形成されなければならないという芸術作品としての条件である。ハイデッカーにおいても,真実
と美の中へ,出で一来たらすことを芸術としているが,美 とは,人間性や個性の介在によって形成
される領域と考えられる。そして,芸術 という創造の行為から,人間性の大部分,あ るいは,人間
個性を取 り除いた部分としての技術 とは,外界より内面化されたイメージや感情や観念を外部化す
るための媒体の持つ一般的な表現原理である。つまり,技術は,各表現形式に固有な媒体の感情表
出性としてとらえることができる。

ヴィグマン°は,「舞踊はその意義が人の自然の動きの表現と関係があることを尊重して心に留め

るときにのみ理解できる」のであって,舞踊家のゼスチュアの基礎 ともなる個人的な解釈の裏に,
常に万人共通の意義があるとしているが,こ の万人共通の意義がすなわちダンス固有の媒体の持つ

一般的な感情表出性である。つまり,ダンスにおける技術としては,ダンス固有の媒体である,身
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体運動の持つ一般的な感情表出性をとり出すことができる。

(2)身体運動の技術としてのダンスにおける技術
ダンスにおける技術は,身体運動を媒体としたダイナミックイメージの一般的な表現原理であり,

感情表出性を持つ身体運動の技術として考えることができる。

運動技術とは何かを論ずる中で小林一敏
りは,「技術とは,一定の目的を達するのによく適合する

ように定型化され,自動化された行動様式である。J「技術とは,客観的存在としてのいわゆる近代

技術が個人の能力として立体化された (身についた)も のである。」という,技術教育の方面での定

義をあげ,こ れが体育の教科にも通用するとする猪飼の見方をとりあげている。

ここに,技術に関するもうひとつの条件,「個人の能力として身についたもの」が加えられる。高

部岩雄
°もその体育学原論において,「運動技術というものは,主体的に即したもの,身についたも

の, という再認識する必要があるだろう。」と述べている。この「身についたもの」は,新修体育大
辞典9に よると,技能として厳密な意味での技術と区別されている。小林は,運動技能を,「目的と

する運動を達する能力」,運動技術を,「 目的とする運動に必要な準備情報」として区別し,その関

係を,「運動技能一運動体力×運動調整力×運動技術」のようにとらえている。彼の論によると,運
動技術は感覚的,科学的な運動の知識,運動調整力は練習の効果,そ して運動体力は運動効果機構
にあたる。

この運動技術のとらえ方から,ダンスにおける技術を再考察するなら,そ れは,媒体としての身

体運動の持つ感情表出性に関する知識あるいは準備情報であるといえる。そして,ダンスにおける
技術の明確化の問題は,身体運動の感情表出性に関する知識や情報となり得るものは何かを明らか

にすることで具体的なものになる。

ダイナミックイメージの媒体としての身体運動の技術は,経験を通して技能として身につき,個
性の介在によって芸術としての意味を持つ。

(3)ダンスにおける技術
小林の論における技術の流れの構造

キ3によると,運動状態 (ダンスにおいては,ダイナミックイメー

ジ)を認識し,表現するための第一段階としての要素への着目が準備情報としての技術を明らかに

する。全は,ダンスのための準備情報,及び,その要素とは何であろうか。それは,ダイナミック
イメージの媒体としての身体運動の持つ感情表出性に関する知識であり,一般に動きの表現要因と

して把握されている。この要因についての論には,ダイナミックイメージそのものの要因を明確に
しようとするものと,創作の方法を要因に分けているものがあるが,動きや構成における表現性と
いう点では共通する見方が多い。

表①のA.Bは ,教育におけるダンスの立場から,表現運動の構成要因をとらえたものであり,C.
Dは芸術舞踊家が創作の立場からとらえた表現原理を教育現場に応用しようとしているものであ

る。
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表① 表現要因
A B C D
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邦正美の創作舞
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よると思われる。

4者が共通にあげているのは,速度,高さ,移動,ア クセントである。これらは,時性,形態性 ,
空間性,力性の表現運動の構成要因にあてはめて考えることができ,身体運動の感情表出性に関す
る最も簡単で一般的な準備情報のひとつと言える。 表現要因 (表現運動の構成要因)は ,単一の
要因が持つ感情表出性から,それぞれの性質が係わりあった,よ り多様な感情表出性を持つ動きヘ
と準備情報としての幅を拡げる。この意味で,力性と時間性の係わりあいにおいてリズムをとらえ,

力性と時間性及び空間性の要因の質の変化によるエフォート・アクションの考え方を展開している,

V.プレストンリの論は注目できる。また,松本千代栄らによる,「動きの感情価」に関する研究 *4も

客観的で伝達可能な動きの感情表出性の探求として意味あるものと考えられる。

要因の係りあいは,さ らにクリエイティブな方向へも,技術として具体化,客観化され得る可能
性を持つ。すなわち,動きの感情表出性は,いわゆる創作法として,よ り多様で複雑な,あ るいは
深い感情表出性へと幅を拡げる。このように,ダンスにおける技術として知識や情報となり得る一教

え得る―ものは,身体運動の持つ感情表出性であり,表現要因と,表現要因の性質がイメージとし
て浮かびあがるための構成の一般的方法が含まれるといえる。

さて,松本千代栄171は ,「創作するという独自的,特殊的な活動をはばみ規制することなく『教え
うる一般的なもの』は何であろうか」として
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①素材としての身体,その動きの改造
②媒体としての動きの感情表出性

をあげ,ダンス指導に際し探求しなければならないこととして指摘している。このうち②は,これ
まで論じできたダンスにおける技術であるが,①の素材としての身体は,小林の論の中の運動体力
にあたると考えられる。素材としての身体は,ダンスの準備情報としての技術を駆使するために無
視できないものである。そして,素材としての身体やその動きの改造は,いわば素材づくりという
さらにアンダーな時点での身体運動の技術であり,身体を表現の素材とするダンスに特有のものと
いえる。したがって,素材づくりの技術は,時としてダンスそのものの技術と混同され,特に体力
面重視における体育の教材としてダンスを認めようとする際に前面に出された。ここで改めて,ダ
ンスの意味が,その行為と,鑑賞的,認識的,享受的経験にあることと,ダンスの教育的価置も,
媒体としての身体運動の経験にあることを確認しなければならない。

すなわち,ダンスの学習内容としては,素材づくりの技術と,媒体の表現性に関する技術が含ま
れるべきであるが,ダンスにおける技術は,媒体の表現性一身体運動の持つ感情表出性―に関する
知識や情報であることを押える必要がある。

II.ダ ンスの学習内容

(1)ダ ンスの基礎
限定された授業時間内でのダンスの学習指導にとって「何を, どれ位, どの様な方法で習得させ

れば,ダンスの基礎といえるのか」は不可欠の問題である。そして,こ の問題はまず,「ダンスの基
礎」を「ダンスの基礎的技能」と置き換えて考えることによって解決の手がかりを得る。すなわち,

「ダンスの基礎Jと は,ダンス創作のためにいつでも使うことができるように,最低限身につける
必要のあるものととらえられる。

したがって,「ダンスの基礎」は,身体運動の技能のとらえ方より,
① 各表現要因とその様々な構成による一般的な感情表出性の知識や情報としての技術一媒体
としての動きの知識

② 素材としての運動体力
③ 技術の体験や練習を通して得られる運動調整カー身体運動を媒体たらしめる運動調整力
の相乗作用によって身につけられる。この中で,「ダンスの基礎」のために,教え得るものは,動き
の感情表出性の一般的な知識や情報 (表現要因及び,媒体の構成の方法すなわち創作方法に関する
知識も含んだ)と ,身体と身体運動の意識化や改造の方法である。そして,身につけられた技能は
「踊る」「創る」「観る」の観点から理解され評価される。これらは,ダンスとしての総合的意味を
持つ技能を;表現の媒体,表現の主体,表現の鑑賞者 (主体をも含む)のそれぞれの角度から区別
したものである。

身体運動の感情表出性は,常に素材 (学習者の発達や学習段階,経験による運動体力等)を考慮
しながら教えられるべきであるし,一方の身体や身体運動の改造も感情表出性と結びつけながら教
えられ,「ダンスの基礎Jと して習得されなければならない。基礎的な技能は,「踊る」「創る」「観
る」の総合的なものとして,学習者の年齢や経験によって指導の方法や技術の程度を考慮されたう
えで,学習目標として掲げられる。そして,ダンスの技術は,ら線状を描きながら練習,習熟され,
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技能としてダンス創作の際の拠りどころとなり得る。

したがって指導の問題は, この技術の習得のために,どれだけダンスとしてTh二:験をされられる
かにあるといえる。それは,習得させるべき表現要因にいかにして出合わせるかにかかっており,
具体的には題材選択の問題として指導者にかかってくる。学習目標を含む題材による表現の経験を

通して,基礎的技能は身につけられ,同時に学習者は個性の領域を拡大し,整理する機会を得る。
指導者はこの題材によって,「あたかも教えていなかったようにJ教える。題材の選定は,指導法の
前提として重要な問題である。題材は,表現要因を含むばかりでなく,身体や身体運動を意識化す
る機会も含んでいる。新しい題材によって,学習者は新しい表現性と新しい動きを経験する機会を
得る。

このように,ダンスの学習内容としての,表現要因と素材づくりは,別々に学習されることもあ
るし,同一の題材の中に含まれることもある。しかも常に双方を含んだ,すなわち,ダンスとして
の内容を持つものとして指導され学習される。

(2)ダンスの段階的な学習内容
ダンスにおける技術はどのような段階をたどって技能として身につけられるのであろうか。

表②は,水谷光が,「生徒の実態に即した段階的な指導」の目標としているものと,中学生用準教

科書に松本千代栄が学習のポイントとしてあげているもの (したがって指導目標ではないが)を抜

き出したものである。

表②ダンス学習の段階による目標

水谷光  ダンス指導ハンドブック 大修館書店 1975 松 本 千代 栄  中学 窪 凍 解
旧
阜無雪器株式会社

初
歩
的
段
階

(1)リ ズ ミカルに動 くことの楽 しさを体得
(2)感 じのある動 きがで きる
(3)い ろいろな題や内容をとらえてデッサ ン
で きる

(4)グループで動 く楽 しさを体得する

表

し

方

題材の選択と動 きの素描

リズミカルな動 き

(1)動 きのいろいろな性質と感 じ

(2)反対要素を持つ動 き

o簡単なまとまりや
や
進
ん
だ
段
階

(1)リ ズ ミカルな運動 を連続 して、フレーズ
で動ける

(2)感 じのある動 きを,フ レーズで動ける
(3)い ろいろな題や内容をとらえて,内容に
ふ さわしい動 きのフレーズがつ くれる

(4)グループで対応 した表現がで きる

表
　
し
　
方

　

Ⅱ

動きのフレーズ

(1)力 の変化

(2)反復 と連続

(3)動 きのデザイン

(4)フ レーズの変化とまとまり

O表現の中核にふさわしいフレーズを発展.
・全体として感 じのこもった表現 .

さ
ら
に
進
ん
だ
段
階

(1)内 容にふ さわしくつ くつた動 きのフレー
ズを変化 。発展 させる

(2)つ くったいくつかのフレーズをつなげて
短い作品をつ くれる

(3)グループの学習が自主的 に楽 しくで きる
(4)グループ文↓グループで対応する動 きがで
きる

(5)作品を発表 して見せ合い鑑賞がで きる
表

し

方

Ⅲ

作品倉」作

(1)集 団の変化とまとまり

(2)作品全体の変化とまとまり

(3)場の変化とまとまり

創作と手)贋

発表と鑑賞

Oク ライマックス,統一のしかた,全体の性
質 (動 きのはこび方 )

望
ま
し
い
段
階

(1)作品創作の手順 を知 って,グループで自
主的・計画的に学習 を進め,楽 しい作品が
創れる

(2)つ くった作品 にふ さわしい伴奏音楽をく
ふ うしてつけられる

(3)作品の発表会を開 き,よい作品を鑑賞 し,
評価で きる
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両者共に,身体運動の感情表出性を中心に段階的な技能を整理しているが,技能の段階の最初には,

「直観的にとらえ表わすJを あげている。そして次の段階では,「少し長さのあるものにする」さら

に,「ただ長 く続けられるだけでなく,変化をとらえ表現する」,最 も進んだ段階では,「変化を,よ
り表現性のあるまとまりとする」のようにとらえられている。これより,ダンスの段階的な学習目
標と,学習内容となる技術を表③のように考えた。
表③段階的な学習目標と学習内容

学習 の段 階

(学習目標,技能)

学習内容としてα

技術 (身体運動C
感情表出性)

学 習 内 容 と し て の 各 表 現 要 因 の 例

形 態 性 時 間 性 力  性 空 間 性

とらえる

直観 的

一時的

感 じ

デ ッサ ン

感 じのある

動き,リ ズミ

カルな動き

形 の み

単発的な動き

瞬間的な動き

遅 ・速

;全 ・ 目耳 その場 で

つ づ け る 続 け方

組み合わせ

感 じのでる

長さ

続 けて動 く 続 けて動 く 強や弱を続け

る

移動 す る

直線 ,曲線 ,

前後

変化 させ る と ら え方

強 調 の仕 方

いろいろな形

違 う動 き

だんだん速く

だんだん遅 く

リズムの変化

漸 強 (弱 )

アクセントの

変化

直曲の組み合

わせ

いろいろな方

向

ま とめ る 全体として感

じのこもった

表現

盛 り上がりと

まとまり

感 じが出るよ

うに組合せる

効果的な変化

とまとまり

効果的な速度

の変化

必要な長さに

まとめられる

クライマック

スとまとまり

効果的な場の

使い方

各表現要因については,それぞれの段階で考えられる取り扱いの例を示したが,こ れらは単独で
経験させることはほとんどなく,他の要因との係わりあいによってその性質を教え,情報として与
えることになる。その際,一方の要因の性質を同じものにしておきながら他方の要因を変化させる
ことによって,変えた方の要因の持つ感情表出性をきわだたせる。

(3)ダンスの学年別学習内容
ダンスの基礎的技能は,各学年でどの程度押えられたらよいであろうか。
表④は,実際に行われている授業が,学年によってどのような学習目標を持っているかを,過去
10年間の体育関係の雑誌等

19か
らぬき出したものである。(学年区分は,小学校低学年,中学年,高
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表④ 過去 lo年間の資料における学習目標-1

OF口  身体運動の感情表出性 (倉Jる ,観る)
△ク  媒体としての身体運動 (踊 る)
☆ク 態 度

表⑤ 過去 lo年間の資料における学習目標-2

標本 小学校低学年の指導者 15名

中学年  ク  8″
高学年  ク   9″

中 学 校 ク  16″
高 等 学 校  ク  4″

(計 52名 )

学

習

内

容

動
き
の
特
徴
を
と
ら
え
て
模
倣
で
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
Э

自
由
に
表
現
が
で
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

沢

山

と

ら
え

ら
れ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔

長

く
紛

け

ら
れ

る
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

Э

話

の
筋

に
従

っ
て
動
け
る
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

一９

調
子
良
く
動

け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

大
き
く

の
び

の
び

と
動

け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

役
を
か
わ
り
あ

っ
て
で
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Э

友
だ
ち
と
工
夫
で
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Э

仲
良
く
遊

べ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

期
囃
深‐こ
位
椰
る
　
模
倣
に
よ
り
動
く
こ
と
を
楽
し
む
　
　
　
☆

ね
ば
り
強
く
創
り
ぬ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆

感
じ
の
特
徴
を

と
ら
え

て
表
現

で
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

感
じ
の
あ
る
動
き
が
で
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

組
み
合
わ

せ
、
続

け
て
動

け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

変
化
を
も
た
せ
な
が
ら
統

け
ら
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

動
き
で
表
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
題
材
を
み
つ
け
ら
れ
る
　
Э

集
団

の
動
き
で
と
ら
え
ら
れ
る

⊃

盛

り
上

か
り
の
あ
る
ま
と
ま
り
が
で
き
る
　
　
　
　
　
　
　
〔

表
現
の
で
き
ば
え
を
た
し
か
め
修
正
で
き
る
　
　
　
　
　
　
Э

絲

習
し
発
表

で
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Δ

自
己

の
表
現
意
図
か
伝
え
ら
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

感
じ
に
ふ
さ
わ
し
く
フ
レ
ー
ズ
を
変
化
発
展
で
き
る
　
　
　
Э

変
化
と
ま
と
ま
り
の
あ
る
作

品
が

つ
く
れ
る
　
　
　
　
　
　
〔

思
い
切
り
力
を
出
し
切
っ
て
踊
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

鑑
賞

で
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

表
現
意
欲
か
も
て
る
　
す
な
る
に
表
現
で
き
る
　
　
　
　
　
☆

ス
テ

ッ
プ
パ

タ
ー
ン
が

つ
く
れ
る

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
基
本
と
す
る
創
作
が
で
き
る

自
主
的

に
発
表
会
が
で
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆

高
校
Ｉ
Ｉ
Ｉ
中
学
校

Ｉ
Ｉ
ト
ー
上
局
学
年

十
Ｌ
Ｉ
Ｉ
中
学
年

十
１
１
１
低
学
年

―
―
―

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

・　

　

　

　

　

‥

・　

　

　

　

　

ｔ

・

一　
　
　
　
　
　
一　
　
　
一稲岬二
　
　
　
一榊
一一

とまとまりのある

自主 的 な 発 表 会自主 的 な発 表 会

感じにふさわ しく

練 習 し発 表

きで表現するにふさ り上 が りの あ る 自己の表現意図を 集 国の動 きで できばえをたしかめ

をもたせながら もたせながら

感 じの 特 徴 感 じの あ る動 き

役をかわりあつて

動 き の 特 徴 大 き くの びの び と
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表⑥ 過去 10年間の資料における学習内容 (準備情報としての技術)

卦
時 間 挫 空

間

性

形

態

性

力

　

挫

動

き

方

感

　

じ

変

　

化

デ ス
ツケ
サ ツ

ンチ

中 内

核 容

幕
巧
上
り

連

　

焦

く
り
返
し

ま

と

ま

り

話

の

筋

グ
ル
ー
プ

そ

の

他リズム そのfr

低

1 ①

○

0 O

学

年

①

⑫ ∪

7 O O 9 ①

∪ ⑫

O O ①

0 ①

○

O Э O

中

○

1 ○ 〇 O
1 0

学

　

年

① ① ① ○

○ ○

① O

○ ○ 0 ∩

局

O

○ ○ ∩ ∩ 0

O ∩ O O
学 0 0 0

O
年 0 0 0 0 0 0

O 〇 ① 0 ① O

① O ① ① ⑫

中

学

校

⑫ ⑫ ∪

∩ 0 O ① ∪ ①

∪ ∪ O
∩

0 ○ O Э 〇

① ① O O O ⑫

O ○ O
∪ 0 0

○ ⑫ からだ

○ ∩ ∩ 0

0

0 0

O O O O O
∩ ∩ 0 0 ∩ ヾレエの基礎

一島

　

校

○ O O O

O 0 O
∩ ∩

時 間 性 空

間

性

形

態

性

力

　

性

動

き

方

感

　

じ

変

　

化

ス
ケ

ッ
チ

デ
ッ
サ
ン

フ
レ
ー
ズ

中 内

核 容

盛
り
上
り

連

　

続

く
り
返
し

ま
と
ま
り

話

の

筋

グ

ル
ー
プ

そ

の
他リズム その犯

/11 9 8 6 2 0 4 2 8 0 0 0 1 2

/a 4 4 0 0

/e 5 3 7 3 4 4 4 2 0 1 1

甲 /11 1 6 R 3 5

一局 /4 2 2 2 1 1 1 1 0 0 0

計 /1` 6 7 4 4 6
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学年,中学校,高等学校とした。数字は,各項目を目標としてあげている指導者の人数である。)こ
の内容を,題材,創る技能,踊る技能,観る技能,集団の技能,態度の 6項 目に分け,段階別に見
ると表⑤のようになる。また,前項 (表③)の学習の段階と合わせて考えると,低学年では直観的
あるいは一時的にとらえる段階,中学年は続ける,高学年では変化させる,中・高では全体の変化
とまとまりをつける段階のようにあてはまる。

さらに,技能習得のために,客観的な情報として与えられている技術を同一資料より拾い出した
ものが表⑥である。このうちリズムは,「 リズミカルな動き」や,「動きのリズム」などの形で各学

年共多くとりあげられているので特にぬき出し記入した。すなわちリズムは,ダンスの基本的,本
質的なものとして扱われているィことがわかる。

また, リズムと同じように変化についても低学年から高等学校まで全段階で教えられている。し

たがって,変化についての知識は,ダンス本来の性質であるリズムと並んで,感情表出および構成
の最初の要因として教えられるべきものであり,その後も押えられるべき技能とされていると言え
る。

表全体をみると,低学年では学習内容として,表現要因のみがとりあげられているのに対し,高
学年からは,フ レーズの知識が教えられ,よ り大きなまとまりのある動きの感情表出性の情報が与

えられる傾向があることがわかる。これは,先に考察した学習の段階と一致する。
一方,表現要因では,力性のみが低学年では全 くとりあげられていない。これは,「力」の概念は

低学年では理解困難であり,情報となり得ないと考えられているためと思われる。このことから,
筆者が大学生を対象に実施した授業

キ5で
,「手がかり」として与えた力性は,大学生にとっては有効

な情報となったが,小学校低学年に対して有効な情報となり得るかどうか確かめる必要があること
がわかる。しかし,力性はリズムと関連して重要な要因であり,取 り扱い方によっては低学年にとっ

ても充分有効な情報になり得ると考えられる。

また,表には一括して記入したが,時間性については,低学年では,「速い一遅い」の性質のみが

教えられている。これは,第一段階の技能が,「直観的,一時的にとらえる」と考えられることから

妥当と言えるが,時間性のうちで最も初めに教えられるべき性質が,「速い一遅い」であると言うこ

ともできる。                     、

以上より,各学年で学習される技術として表⑦のようにまとめることができる。

表⑦ 各学年における技術

睡亜□((聯昂

中核・盛り上がり。まとまり
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これらの技術が技能として身につくために適切な経験がなされなければならないが,それには,
先にも論じたように,指導者は目標とする技能のための情報や知識を含む題材を選択して与える必
要がある。特に,発達の特性を持ち興味のあるものが拡大していく小学生にとっては題材は充分考
慮して与えられなければならない。すなわち,どのような題材を与えたらどのような体験をさせら
れるかが重要な問題である。

題材は,表現原理を内包し,学習者の心を刺激し,表現媒体としての動きを体験できるものでな
くてはならない。題材は,発達,興味,地域,社会,個性,時代等の特性と,教える技術によって
選択されなければならない。これと関連して,小学校におけるダンス学習で,題材のもつ状態や情
景,感 じがそのままねらいとして掲げられることが多くあるキ8

おわ りに

ダンスにおける技術を,媒体としての身体運動の持つ感情表出性において考察し,学習内容具体
化の手がかりとして表現要因とそれを含んだ題材をあげてきた。各学年,各段階で学習されるべき
技術を含んだ題材のより具体的な選択と例示は今後の課題である。しかし,どの題材も,取 り扱い
の方向により,多様な技術指導の可能性を持つものである。押えられるべきことは,どのような技
術を学ばせるか,すなわち,どのような表現を経験させ, どのような表現要因に気付かせるのかが
明確であることである。                     、ゝ

表現要因の中で時間性と力性に係わっており,各学年で取りあげられているリバムは,ダンスの
本質とされているが,ハ イデッカーの述べるような露わに発 くものを,感情からさらにそれに内在
するリズムに求めるとき,学習内容はさらに明確になる。すなわち,ダンスは,外的あるいは内的
素材のもつリズムを露わに発く行為であるとするなら様々なリズムの経験がダンスの本質に近ずく
ことである。事実,学習の場において,指導技術としてのリズム言葉は子どもの伸び伸びとした表
現を引き出している。また,主観的な感想ではあるが,大学生を対象にした指導においても,「 リズ
ムの特徴をつかんでJと いう手がかりによって,明確な対象把握と表現活動が可能になった。さら
に,「力性の変化」を学習目標とした学習では,一回目と二回目の作品にリズムの変化が顕著に見ら
れたが、それは,力性がリズムの大きな要因のひとつであることと,そ の変化によって感情表出性
に違いがあることを体験させることができたためと考えられる。

過去,学校におけるダンスに与えられてきたリズムという名称,あ るいは,い ろいろな場面に強
調されたリズミカルにという言葉も, もう一度謙虚に受けとめ考えなおさねばならない。そして,
ダンスの学習内容具体化のために, リズムに関して,感情表出性と結びつけた研究が必要であると
考える。
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14)渡辺江津  新訂舞踊創作の理論と実際  明治図書  1974
15)邦 正美  舞踊概説  京都学校舞踊研究会  1948
16)Vプ レストン  モダンダンスのシステム  大修館書店  1976  p71
17)松本千代栄  ダンスの技術構造―創作の立場から  体育科教育  第 17巻第 8号 1969
18)新体育  第 37巻～第 46巻
学校体育  第 20巻～第 29巻
体育の科学  第 17巻～第 26巻
体育科教育  第 15巻～第 24巻
女子体育  第 9巻～第 18巻
全国女子体育研究大会紀要  6.789回

註

*1 松本氏によれば,舞踊の本質とはリズミカルな動きであり,こ れは生命現象を増幅するものである。生命
現象の原理を体感させるのが舞踊である。生命体の持つリズムそのものを目的としている点で,他のスポー
ツと異なる教育的価値を持つのが舞踊である。

*2 技術 (Technik)の 言葉は,tOchneに 属することがらを意味する。このテクネーは 2つの意義, 1つ は,出
で一―来たらすこと,すなわち,ポイエシスに属し,も う 1つの重要なことは,認識や熟達を意味している。

それは露わに発 くひとつのありかたである。そしてかっては,芸術もテクネーなる単なる名をもっており,
唯一無双にして多様なる露わな発きであった。 (技術論p60)

*3 小林一敏によれば技術は一般に次のような段階を経過して技能形成に利用される。
技 能 ―→ 技能の技術化 ―→ 技能の組織化 ―→ 技術の技能化 ―――→ 技 能

情報源と   運動分析の技術  組織化の技術   運動構成の技術 ′ 情報の使用目的
しての運動  符号化の技術   情報処理の技術  復号化の技術   としての運動

小林一敏 運動の技術とは何か 学校体育 1969 22巻 3号 p14
*4 「動きの感情価に関する研究」松本,川 口,東京教育大学体育学部紀要 1972
みえにおける舞踊運動の表現性について,感情類型を明らかにしようとしている。
*5 大学生を対象に,「力性の変化」を手がかりに進めたダンス学習では,「踊るJ技能や,「観る」技能につい
てはある程度成果があがり,ダンスの導入として「力性」は良い情報となり得ることがわかった。

ダンス学習に関する研究 1977108 舞踊学会発表
*6 過去のダンス学習指導のねらいをみると,小学校では,題材による様々な表現の経験が中心になっており,
中学校では,ダンスの技能を高めるための表現技能の習得がねらいとしてとりあげられている。
ダンス学習に関する研究

(昭和 53年 9月 14日 受理)


